別紙１
自動運転の社会実証に関する協力協定書【参考ひな形】
※一例であり、地方公共団体との調整により、適宜修正のこと

〇〇市、株式会社〇〇〇〇、〇〇株式会社及び一般社団法人〇〇〇は、総務省地域社会DX推進パッケージ事業の実施における協力に関し、次のとおり協定する。

（目的）
第1条　本協定は、〇〇市、株式会社〇〇〇〇、〇〇株式会社及び一般社団法人〇〇〇が包括的な連携のもと相互に協力し、レベル４自動運転の社会実装に向け、総務省地域社会DX推進パッケージ事業のもと、安全かつ効率的なレベル４自動運転に資する通信システム等の検証（以下、「社会実証」という。）を円滑かつ効果的に行うことを目的とする。

（連携事項）
第2条　〇〇市、株式会社〇〇〇〇、〇〇株式会社及び一般社団法人〇〇〇は、社会実証の実施に関する次に掲げる事項について、相互に協力して行うものとする。
（１）駐停車合意の公示、道路使用許可、道路占用許可その他関係機関との協議及び申請並びに関係事業者との協議及び調整等の実施
（２）自動運転車の挙動の特性や交通ルール遵守の対応方策について地域の理解を得るための住民説明会等の実施
（３）社会実証に関し地域住民に周知するとともに、地域の合意形成を図ること

（有効期間）
第3条　本協定は、令和8年〇月〇日に成立し、社会実証の完了後６か月を経過するまでは、終了することができない。
２　前項の規定にかかわらず、本協定は、実証団体として採択されなかったときは、その選定が完了した日に終了するものとする。

（その他）
第4条　この協定に定めるもののほか、協力に関し必要な事項は、協議し決定する。

本協定の締結を証するため、本協定書〇通作成し、各通に構成員が署名押印の上、それぞれ1通を保有する。

令和8年3月〇日

〇〇市〇〇部長				XXXX
株式会社〇〇〇〇執行役員		XXXX
〇〇株式会社SVP			XXXX
一般社団法人〇〇専務理事		XXXX



別紙２
業務統括責任者経歴書・業務責任者経歴書	Comment by 作成者: ・業務統括責任者経歴書
・業務責任者経歴書
のいずれかの見出しを使用してください。
※代表機関＋構成員を通じて1通のファイルとしてください。中の付番は別紙2-1、別紙2-2・・・としてください。

	氏名
	
	生年月日
	年　　月　　日
（　　歳）

	
	
	国籍
	

	①現職    [現在の所属部・課・職位]
[採用年月]
[職務内容]

	②最終学歴[大学・大学院]
[学位]
[専攻]
[卒業年]　　　年　　　月

	③資格



	④職歴

	期間（年月～年月）
	所属先
	部・課・職位
	職務内容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	⑤同種・類似業務の実績（主要なもの３件程度）

	業務名
	発注機関
	受注形態
	契約金額
（千円）
	業務内容・役割

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	⑥本業務に内容が最も近い業務における役割・具体的成果










別紙３
情報管理経歴書	Comment by 作成者: 情報管理統括責任者・情報管理責任者それぞれ提出して下さい
※代表機関＋構成員を通じて1通のファイルとし、中は重複しないよう３－１、３－２・・・と付番する。

	氏名
	
	生年月日
	年　　月　　日
（　　歳）

	
	
	国籍
	

	①現職    [現在の所属部・課・職位]
[採用年月]
[職務内容]

	②最終学歴[大学・大学院]
[学位]
[専攻]
[卒業年]　　　年　　　月

	③職歴

	期間（年月～年月）
	所属先
	部・課・職位
	職務内容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	④情報管理に関する業務経験、研修実績、専門的知見・知見（資格等）、その他特記すべき事項














別紙４	Comment by 作成者: 業務従事者名簿は、コンソーシアムの構成員ごとに作成する。別紙４－１、別紙４－２とし、1通のWordファイルにすること。体制図（従事者及びその業務分担）と整合させること。空欄は認めません。

業務従事者名簿

法人名：　　　　　　　　　　　　　　

	No
	業務分担
	氏名
	所属
	役職
	学歴
	職歴
	業務経験
	専門的知識その他の知見

	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	

	記載例
	ユースケース①におけるエリア設計・電波計測の監督・評価
	鈴木　一郎
	研究開発部門〇〇研究所〇〇部
	主任研究員
	京大院・電気（H18）
	〇〇会社入社（H18）
〇〇会社入社（H25）
	・〇〇〇〇
・携帯電話事業者からのエリア設計の高度化に関する受託業務の責任者
・特殊な環境下におけるローカル5Gの電波伝搬に関する研究のチーム総括
	・博士（工学）
・第一級陸上無線技術士





業務従事者名簿
【記載例】
[image: ]
image1.emf
業務責任者

〇〇部門

〇〇統括部〇〇グループ

ディレクター

〇〇 〇〇

〇〇部門

〇〇統括部〇〇グループ

シニアプロフェッショナル

〇〇 〇〇

担当：〇〇〇〇〇〇

研究開発部門

〇〇研究所〇〇グループ

主幹研究員

〇〇 〇〇

担当：〇〇〇〇〇〇

〇〇部門

〇〇統括部〇〇グループ

マネージャー

〇〇 〇〇

担当：〇〇〇〇〇〇

〇〇部門

〇〇統括部〇〇グループ

主任

〇〇 〇〇

担当：〇〇〇〇〇〇

研究開発部門

〇〇研究所〇〇グループ

主任研究員

〇〇 〇〇

担当：〇〇〇〇〇〇

研究開発部門

〇〇研究所〇〇グループ

主任

〇〇 〇〇

担当：〇〇プログラムの仕

様策定

〇〇株式会社 業務実施体制図（実証機関の構成員ごとに作成すること）

外注

〇〇株式会社

〇〇部〇〇グループ

担当：〇〇プログラムの

コーデイング作業

※業務従事者の数は最低限に絞ること

※担当する業務を〇〇に具体的に記載し、役割を明らかにすること

※情報管理責任者、経理責任者は記載不要（業務従事者にあたらない）

※業務責任者より上級の業務従事者をアサインすることは認めません

【〇〇の検討】

【〇〇の検討】


